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Ⅰ．はじめに

我が国では医療は進歩したが，悪性新生物や生活
習慣病に罹患している患者が増加するなど疾病構造
が変化してきている．また，従来の看護師の役割は
診療の補助業務が中心であったが，少子高齢化に伴
い，療養上の世話や「健康教室」などの予防医学や ,
健康寿命が延伸して種々の疾病を抱えながら日常生
活を快適に送ることが出来る在宅医療に注力されて
きている．その一方で高度医療により重症患者も増
加してきており，病院における様々な機器やモニ
ター類の管理と観察，患者やその家族の苦情対応な
ど看護師に求められる役割は以前よりもさらに多様
化してきている．看護師に求められる役割の高度化
や多様化は看護師自身の身体・精神的健康にも大き

な影響を及ぼしている可能性が考えられる．
一方，医療費の抑制を目的とした医療制度改革や

医療提供制度改革から，病医院を取り巻く環境も大
きく変化している．地域医療を担う中規模病院は経
営面から在院日数の短縮化や病床稼働率向上のため
に効率的なベッドコントロールが求められている．
そのため，看護援助も早期退院に向けて，早期離床
や早期回復といった援助が求められ，現場で勤務す
る看護師にも少なからず身体・精神的健康に影響を
及ぼしていることが推察される．山崎（2002）は職
場環境ストレッサーとして自律性の欠如，役割葛藤
や役割の曖昧さ，対人関係上の葛藤といったヒュー
マンサービス従事者に特徴づけられる職場状況要
因，交代制勤務や超過勤務といった労働条件，夜勤
に伴う社会的閉鎖などをあげ，これらは病院で働く

要　　　旨
【目的】 精神科病院に勤務する看護師には，職業性ストレス以外に精神科特有のストレスがあることが報告され

ている．職場環境について検討し，改善につながる基礎資料とすることを目的とした．
【方法】 A 県内にある精神科単科の病院 2 施設において，看護職員 234 名を対象として，無記名自己記入式アン

ケート調査を実施した．
【結果】 職場環境と年齢との関連では，若手看護師の方がやりがいや充実感が高かった．人間関係と年齢との関

連では，各年代間での有意差は認められなかった．やりがい・看護観では，若手看護師の方がやりがいや
充実感が高かった．他職種への興味は，10 代から 20 代の若手看護師よりも 30 代以降のベテラン看護師の
方が高く，「転職したい」という思いが有意に高かった．

【結論】 若手看護師が精神科で働き続けることは，やりがいがある反面，交代勤務などで心身ともに健康問題を
抱えやすい．ベテラン看護師は，他職種への興味が増しているが，実際にはその施設に留まるという消極
的継続の可能性が推察される．
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看護師に共通のストレッサーであると報告してい
る．これらのストレッサーは看護師の離職要因にも
なると考えられる．

離職要因の観点から見てみると，日本看護協会中
央ナースセンターの「2004 年新卒看護職員の早期
離職等実態調査」（2005）の報告では，「就職前に考
えていた看護の仕事とのギャップが大きい」という
悩みを抱える新卒看護職が 31.8％を占める．臨床現
場においては，新卒看護師が排泄の介助を看護師の
仕事として認識していないなどの現象も起こってい
るという．また，「新卒看護職員の入職後早期離職
防止対策報告書」（2005）からは , 高度医療が展開
される場に身を置くことに脅威を感じ，不適応を起
こす例なども存在する．また，同調査の報告では
2003 年における新卒看護職員の入職後一年以内の
離職率は 8.8% であり，年間約 5 万人輩出される新
卒看護職員のうち約 4,500 人が離職している現実が
ある．そして，同報告では主として精神科医療を行
う病院での離職率は 10.0％と全体の離職率よりも高
い結果が出されている．

精神科における看護は前述したことに加えて，矢
田ら（2010）は精神科における患者は症状の寛解と
増悪を繰り返すことが多いことから看護への達成感
が得られにくい状況や心身両面のケアにとどまらず
生活の場におよぶといった多忙な状況はストレスに
関連していると考えられることを報告している．ま
た，香月ら（2010）は精神科看護師のバーンアウト
の特徴としては，患者からの暴力があることや自殺
念慮のある患者の対応があること，患者との関係を
築き，それを保つこと自体にエネルギーを使い続け
ることなどを挙げており，看護師の職業性ストレス
以外に精神科特有のストレスがあることが示唆され
ている．

Ⅱ．目　　的

精神科病院に勤務する看護師の経験年数と職場環
境に対する認識の検討を目的とした．

Ⅲ．方　　法

１．調査対象者
Ａ県内の精神科病院ＢとＣの２施設で，調査協力

が得られた看護職員 234 名を対象とした．尚，デー

タの記入漏れや不備があったものは分析対象から除
外し，最終的な調査対象者は，男性71名，女性158名，
計 229 名であった．

２．調査方法
調査期間は平成 31 年 4 月 19 日～ 5 月 15 日 であ

る．方法は，無記名自己記入式アンケート調査を実
施した．

３．調査内容
アンケートの内容を以下に示した．
1）対象者の属性

性別，年齢，看護師経験年数，精神科経験年数，
転職の回数，最終出身校の 6 項目である．
2）職場環境

小林ら（2009）の「精神科における職務継続要
因」と，関根ら（2014）の「精神科単科に入職し
た既卒採用者が感じる困難と仕事を継続できた要
因」を参考にして，勤務環境，人間関係，やりが
いや自分の看護観と精神科の合致，他の職業への
興味の 4 つの要素から構成した．
質問項目への回答は，「全くそうだ＝ 1 点」，「お

おむねそうだ＝2点」，「どちらともいえない＝3点」，
「おおむねそうではない＝ 4 点」，「全くそうではな
い＝ 5 点」の 5 件法選択式とした．19 項目のうち，
否定表現項目（R）に対しては点数を逆転させて計
算し，合計得点が高くなるほど職場環境や人間関係
などがよいと感じていることを示している．

４．分析方法
対象者の属性については単純集計を行った．ま

た，属性と職場環境に関する 4 つの構成要素との関
連については，Shapiro-Wilk の正規性の検定後に，
Kruskal-Wallis 検定を行い，有意差が認められた場
合には Dann-Bonferroni の方法による多重比較を
行った．

解析には IBM SPSS ver.24.0 を用いた．各検定に
おいては危険率 5％以下を有意水準とした．

５．倫理的配慮 
調査対象者には，得られたアンケート結果は個人

を特定できないように統計処理及び解析を行うこ
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と，個人を特定できないよう統計処理を行う旨を文
書で説明し，研究協力の同意を得て，調査を実施し
た．

尚，本研究は愛知みずほ大学研究倫理審査委員会
の審査を受け承認されている（承認番号 18-001-2）．

Ⅳ．結　　果

１．対象者の属性
対象者の属性を表１に示した．回答が得られた

234 名のうち，データに欠損がなかった 229 名を対
象とした（有効回答率 97.8％）．性別の内訳は男性
71 名（31.0%），女性 158 名（69.0%）であった．

年齢は 17 ～ 29 歳が 120 名（52.4%），30 ～ 49 歳
が 73 名（31.9%），50 歳以上が 36 名（15.8%）で，
30 歳以下の者が過半数を占めていた．

看護師経験年数は平均 9 年，精神科経験年数は平
均 7 年で，いずれも 10 年以下であった．

転職回数は，転職なしが 127 名（55.5%），転職 1
回が 43 名（18.8），転職 2 回以上が 59 名（25.8%）で，
転職したことが無い者が過半数を占め，転職回数の
平均値は 1.1 ± 1.7 回であった．

出身校は，准看護師養成所が 61 名（26.8%），看
護師養成所が 155 名（67.7%），看護大学 13 名（5.7%）
で，看護師養成所出身者が 70％近くを占めていた．

２．職場環境と属性との関連
1）職場環境の評価

職場環境の評価を表２に示した．「職場環境」，
「人間関係」，「やりがい・看護観」，「他職種への
興味」の 4 つの構成要素それぞれの平均値は，職
場環境，人間関係，やりがい・看護観いずれも 2
点台とやや低く，他職業への興味が 3 点台とやや
高かった．

各構成要素のなかで，最も点数が高い質問項目
と低い質問項目は，「職場環境」では，時間外勤
務が多いと思う（R）が最も点数が高く（3.73 ±
1.08），体調に関して勤務上の配慮があるが最も
点数が低かった（2.22 ± 0.86）．「人間関係」では，
院内の人間関係のよさを実感していると，ロール
モデルとなる上司や同僚がいるが最も点数が高く

（2.34 ± 0.95），上司や同僚は相談しやすいが最も
点数が低かった（2.14 ± 0.80）．「やりがい・看護観」

では，精神科患者からのポジティブフィードバッ
クにやりがいを感じるが最も点数が高く（2.54 ±
0.96），精神科患者を理解したいが最も点数が低
かった（2.13 ± 0.92）．「他職種への興味」では，
他の精神科病院に転職したいという気持ちが強い
が最も点数が高く（3.63 ± 1.08），身体的援助に
自信があれば転職したいが最も点数が低かった

（3.01 ± 1.10）．
2）看護経験年数との関連

経験年数を A 群（0 ～ 3 年），B 群（4 ～ 9 年），
C 群（10 年以上）の 3 群に分け，職場環境と看
護経験年数との関連について検討した結果を表３
に示した．

< 勤務環境 > では「体調に関して勤務上の配
慮がある」の項目で 3 群間に有意差が認められ

（P=0.026），多重比較の結果，A 群，B 群の方が

表１　表1_対象者の属性
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表３　職場環境と看護経験年数との関連

表２　職場環境の評価
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C 群よりも有意に高かった．< 人間関係 > では，
「ロールモデルとなる上司や同僚がいる」の項目
で有意差が認められ（P=0.022），C 群が A 群よ
りも有意に高かった．「同期がいるのは支えになっ
て心強い」の項目でも A 群，B 群，C 群と有意
差が認められ（P ＜ 0.001），B 群，C 群が A 群よ
りも有意に高かった．また，5 項目の平均にも有
意差が認められ（P=0.005），A 群よりも B 群，C
群が有意に高かった．< やりがい・看護観 > では，
どの項目にも有意差は認められなかった．< 他
職種への興味 > では，「身体的援助に自信があれ
ば転職したい」では A 群，B 群よりも C 群が有
意に高く，「他の診療科目の病院に転職したい」
の項目でも有意差が認められ（P ＜ 0.001），C 群
が A 群，B 群よりも有意に高かった．さらに，5
項目の平均にも有意差が認められ（P=0.002），B
群よりも C 群が有意に高かった．

Ⅴ．考　　察

職場環境の評価は，施設設備，時間外勤務，院内
研修等よりも，「人間関係」や「やりがい・看護観」
といった要素の方が若い年代で有意に高かった．小
林ら（2009）は，精神科看護が自分の看護観との
ギャップがなく，自己の存在意義や成長を実感でき
ることを意味すると報告しており，精神科で働き続
けることは，自己効力感を高め，自己実現に結びつ
くとしている．これは職務継続要因の一つになって
いる可能性が示唆される．

反面，他職種への興味では「身体的援助に自信が
あれば転職したい」「他の診療科目の病院に転職し
たい」という項目が A 群（1 ～ 3 年）よりも B 群

（4 ～ 9 年），C 群（10 年以上）で有意に高かった．
小林（2009）らは，20 歳代の精神科で働く看護師
の離職理由の一つに「他科への興味」を報告し，山
崎（2002）らは，病院内における精神科以外の所属
では身体的知識・技術の提供が看護の中心的役割に
なっていることが多い．また，看護教育の中でもコ
ミュニケーション技術は総論的に扱われ，身体面へ
の援助技術は特に重要視されている傾向がある．コ
ミュニケーション技術が中心となる精神科看護では
その難しさを痛感する一方で，身体面への援助技術
能力が衰退していくという焦りが生じることを明ら

かにしている．小林ら（2009）は，精神科勤務看護
師は “ 他科では勤務できない ” という他科での看護
や身体的な看護技術に対する不安や消極性，“ 精神
科しか経験がない ” という劣等感を持ち，この思い
が精神科勤務を継続する要因の一つであると報告し
ている．

これらのことは本研究における勤務経験年数が
10 年以上の看護師にも当てはまり，長きに渡る精
神科看護経験で，精神科看護には熟練したが，看護
業務のマンネリ化や身体的援助技術が低下していく
という焦りも加わり，他職種への興味が増している
が，実際にはその施設に留まるという消極的継続の
可能性が推察される．

看護経験年数では人間関係の下位尺度因子の多く
の質問項目で有意差が認められた．特に，「上司や
同僚から適切な指導や助言が受けられる」，「同期
がいるのは支えになって心強い」の質問項目では，
看護経験年数の A 群（0 ～ 3 年）が B 群（4 ～ 9
年），C 群（10 年以上）よりも有意に低かった．社
団法人日本看護協会 中央ナースセンター事業部の

「新卒看護職員の入職後早期離職防止対策報告書」
（2005）によれば，「職場の雰囲気になじめない」，
「直属の上司からサポートが得られない」等が入職
後早期離職の理由として挙げられ，「困った時に的
確なアドバイスがもらえた」等を支えとし，それが
就業継続につながったことが報告されている．加え
て，新卒看護師は，日々，強い緊張感の中で生活し
ており，自信のない実践を行う際に他者への支援要
請を躊躇したり，他者からの否定的評価を受けるこ
とを回避するために失敗を隠そうとしたりする．ま
た，交代勤務などによって食生活や睡眠が不足とな
り，心身ともに健康問題を抱えやすく，プリセプ
ターや管理者は，このような新卒看護師の健康問題
に，早期に気付くことが大切であると指摘している．
さらに香月（2010）は精神科では慢性に経過する疾
患が多く患者の依存や攻撃，転移や逆転移，家族と
の関係からストレスが高くなり，患者からの暴力
や，患者との関係を築き，それを保つこと自体もエ
ネルギーを使い看護師の職業性ストレス以外に精神
科特有のストレスがあると述べている．本研究の結
果からも看護師経験年数が 1 ～ 3 年の看護師は年齢
も 10 代～ 20 代の看護師が大半であることが予測さ
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れる．若手看護師が抱えているストレスや患者への
対応方法，看護観，職場内での人間関係などの悩み
や不満を少しでも上司や先輩看護師，同期看護師に
相談しやすい職場環境を構築していくことも必要で
ある．さらに，吉川ら（2012）は，みんなで一緒に
頑張っているといったような一人一人の感情がつな
がっているという感覚は，相互援助的な体験となり，
成長へと発展するとし，グループへの帰属感や凝集
性を高めることが必要であり，このようにグループ
ダイナミクスを育てていく為にはグループ目標を具
体的・実践的なものとし，目標達成のために，グルー
プダイナミクスをマネジメントする視点が管理者に
は重要であるとの報告から，病棟や外来など，それ
ぞれの部署において相互援助をしていく風土造りも
必要であることが示唆される．

本研究の結果から，上司やプリセプターは，新卒
看護師に対して気軽に相談や対応が出来るような環
境づくりと職員間のつながりと共に，看護師同士と
情報を共有して教育・指導体制を整えていくことの
重要性が推察される．また，心身の健康管理は新卒
看護師だけでなく全職員の問題でもあり，職員間の
円滑なコミュニケーションを図っていくことで職場
での満足度を高めていくことが示唆される．

Ⅵ．結　　論

１．若手看護師は精神科看護に自己の成長ややり
がいを感じる反面，交代勤務や患者対応，精神
科特有のストレスから心身ともに健康問題を抱
えやすい．

２．ベテラン看護師は精神科のみという経験に劣
等感を抱きやすく，その施設での消極的勤務継
続要因となる．

３．看護対応方法や看護観，人間関係の悩みを相
談しやすい職場環境を構築することは職員同士
の連携やチームワークもグループダイナミクス
につながり，相互援助的な体験を通していくこ
とで看護師の成長にもつながる．
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